
確かな技 術 力と充 実したサポート体 制で、総 合 的 な IT サービスを提 供する伊 藤 忠テ
クノソリューションズ株式会社は、全社的なコンテンツ管理およびコラボレーションの
基盤としてクラウドストレージの Box を利用しています。この Box を中心とした SaaS アプリ
ケーションを活用する際に増大するトラフィックの負荷を軽減するために、A10ネットワークス

（以下、A10）が提供するアプリケーションサービスゲートウェイThunder シリーズのクラウ
ドプロキシが活用されています。

1 万人超の従業員が快適に Box を利用できる環境を実現
Box 利用時のネットワークトラフィックを最適化する
A10 のクラウドプロキシソリューション

課題： BOX 展開によるプロキシサーバーの負荷急増を懸念
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社は、「Challenging Tomorrow�s Changes」を企業スローガン
に据え、ITライフサイクルをトータルにサポートできる総合力を兼ね備えているインテグレーターです。
2017 年 4 月からは大幅な組織改編を行い、技術面での強化を図るべく「技術戦略グループ」を新設。
最先端の技術を自ら検証し、実践的なビジネスの目線で技術の目利きを行うことで、ユーザー企業
に最適なソリューションを展開しています。

同社では、以前から利用してきたファイルサーバーの老朽化に伴い、情報共有のための基盤刷新が
求められていました。「老朽化はもちろんですが、無尽蔵に増えていくディスク容量への対策や社外
とのコラボレーションに関して課題を抱えていました。使い勝手の面も今の時代に合ったものとは言
えず、新しい時代のための環境が求められました」と語るのは技術戦略グループ 情報システム室 情
報システム部 部長代行 永田 孝哉氏です。そこで、今後ユーザー企業へクラウド時代のコンテンツ管
理およびコラボレーションを提案していくことも視野に入れ、クラウドストレージ Box による新しい環
境構築を決定しました。

その際に大きな課題となったのが、従来から利用してきたプロキシサーバーの負荷の増大でした。
「これまで 4 台のプロキシサーバーで社内のセッションを処理してきましたが、SaaS アプリケーショ
ンである Box の運用が始まると、インターネットアクセスが急増することは間違いありません。事前
のシミュレーションでは、セッション数が 1.5 倍に増えることが想定されました」と同部 ネットワーク
システム課 実松 智洋氏は語ります。

検証： クラウドサービスでの豊富な実績と高いコストパフォーマンスが決め手に
まず同社は、既存プロキシの負荷を軽減する解決策として、プロキシの増設を検討しました。「冗長
化も含めると、最低でも2 台のプロキシを追加する必要がありましたが、その場合、ライセンス料が
大きな負担となりました」と永田氏。そこで新たに候補に挙がったのが特定のトラフィックを分離する
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ことでネットワーク負荷対策を行えるクラウドプロキシソリューションでした。
「Office 365 などの SaaS アプリケーションの台頭に合わせて登場したクラウ
ドプロキシを導入することで、コスト的にも負担なく課題を解決できることが
分かりました。」

そのクラウドプロキシソリューションの中で同社が注目したのが、A10 の提供
するアプリケーションサービスゲートウェイThunder シリーズでした。「既に
社内での評判も高く、他ベンダーのソリューションと比べ Office 365 を中心と
した社外の事例も豊富だったのが A10 でした」とその実績を高く評価しました。

また、一部の部署で検証が始まり、Box 同様に全社利用していくクラウドサー
ビスの負荷軽減も検討の際に見据えていました。「Box や Office 365 も含め、
今後我々が取り扱っているSaaS アプリケーションを利用して新しい環境を構
築する上では、クラウドプロキシが必要不可欠だと考えました。そこで、将来
他のクラウドサービスを利用することも想定して検証を行いました」と実松氏。

結果、プロキシの増設と比較し低コストで条件に合う環境を構築できること
から、Thunder シリーズによるクラウドプロキシソリューションの採用を決定
しました。

ソリューション：  パフォーマンスに加えて、追加ライセンス不要な
豊富な機能と拡張性を特徴に持つ Thunder シリーズ
アプリケーションサービスゲートウェイThunder シリーズは、独自 OS「ACOS* 
Harmonyプラットフォーム」の持つ共有メモリーアーキテクチャーにより、コン
パクトな筐体で高いパフォーマンスを発揮します。その高い性能を持って、ク
ラウドプロキシソリューションだけではなく、アプリケーション配信やセキュリ
ティに必要な様々な機能を、追加ライセンス不要で使用することができます。 
*Advanced Core Operating System

Thunder シリーズの多彩な機能の一つであるクラウドプロキシソリューションは、
Thunder シリーズをプロキシの前段に導入するだけで、従来の通信はプロキ
シに、SaaS アプリケーションのドメインへの通信は直接インターネットへ振り
分けるといった、宛先ドメイン名に従ったトラフィックの振り分けを行うことが
できます。さらに、ACOS Harmonyプラットフォームのオープンなプログラミン
グ機能による拡張性の高さを活かし、SaaS アプリケーション独自の設定作業
を自動化することもできます。

導入効果： 1 万人超の快適なBox 利用を支え、余剰性能で社内ネット
ワークや IoT ネットワークの負荷分散も実現
現在はアクティブ・スタンバイ構成で冗長化された 2 台の Thunder が 4 台の
プロキシサーバーの前段で動作し、Box のトラフィックに対するクラウドプロ
キシとして機能しています。全体で最大秒間 4 万セッション程度のトラフィッ
クを処理し、グループ会社も含めて 1 万人超の快適な Box によるコンテン
ツ管理とコラボレーションを実現しています。「運用を開始して、現時点では
CPU 使用率がピークでも20％を越えていません。セッション数的にもおそら
く10％程度が現状で、パフォーマンスに充分ゆとりのある環境で運用できて
います」と実松氏は評価します。

同社は、性能的に十分な余裕があるThunder を有効活用するために、4 台の
プロキシに対する負荷分散も今回導入した Thunder で行っています。さらに、
入退室管理システムで稼働している100 カ所以上のアクセスポイントで構成
された IoT ネットワークのトラフィック最適化も同じThunder が行っています。

「自社の『働き方変革』の推進に伴い長時間労働の是正を図るべく、従業員
の入退室管理を行う仕組みを構築しています。Thunder があるおかげで、負
荷を気にすることなく、新たな仕組みへの実装も容易になりました」と永田氏。
既存のプロキシサーバーの負荷を増やすことなく、SaaS アプリケーションと

いう新たな仕組みを展開できたことはもちろんですが、今後同じような新た
な仕組みに取り組むときにも、容易にシステムを拡張ができるようになるの
は安心できると永田氏は力説します。

実は本稼働に至るまでの運用検証中、まれにしか発現しない事象が発覚し、
その改善に時間を費やしたこともあったと振り返ります。「問題の事象を再現
できず困っていましたが、A10 社内のラボ環境で再現方法を発見いただいたこ
とで、課題に対処できました。真摯かつ協力的にサポートいただき、とても感
謝しています」と永田氏。「本稼働してからは、驚くほどトラブルが起こっていな
い状況」と評価します。なお、使い勝手の面では、稼働状況をGUI から容易に
確認できる点や、CLIでシンプルに設定できる点などが受け入れられています。

今後の展開： 新たな SaaS アプリケーションでの活用とSSL の可視
化に期待
同社は前述のとおり、Box 同様に全社利用していく他のクラウドサービスでも、
Thunder のクラウドプロキシソリューションを活用していきたいと語ります。

Thunder シリーズの他の活用方法として、SSL 通信の可視化については興味
を持っていると実松氏。「どんなトラフィックがあるのかという解析は、セキュリ
ティの観点でも重要なポイント。当初からSSL の可視化が可能だという点も選
定の理由に挙げたほど。今後は必要に応じて検討していきたい」と語りました。

A10 Networks / A10 ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はセキュアアプリケーションサービスにおけ
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（記載された内容は2017年10月時点の情報です。）
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